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各 位 

会 社 名 株 式 会 社 Ｉ Ｂ Ｊ 
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大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場への上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 

当社は、本日、平成 24年 12 月６日に大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場に上場いたしました。今後と

も、なお一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、当社の当期の業績予想は以下のとおりであり、また最近の決算情報等につきましては別添のと

おりであります。 

構成比 前年比 構成比 構成比

2,060,172 100.0 109.3 1,884,161 100.0 1,587,499 100.0

300,416 14.6 169.6 177,132 9.4 319,084 20.0

307,876 14.9 170.0 181,108 9.6 351,084 22.1

182,301 8.8 185.3 98,390 5.2 212,258 13.3

－ 円 － 円

87.85 円

平成24年12月期

第３四半期累計期間

（実績）

109.69 円

－ 円

（単位：千円、％）

平成23年12月期

（実績）

3,050.88 円

（50.84 円）

【連結】

平成24年12月期

（予想）

１ 株 当 た り

当期（四半期）純利益

１ 株 当 た り

配 当 金

項目

経 常 利 益

当 期 （ 四 半 期 ）

純 利 益

売 上 高

営 業 利 益

決算期

 

 

（注） 

1． １株当たり当期純利益については、期中平均発行済株式数により算出しております。 
2． 当社は、平成 24 年８月 10 日付で普通株式１株につき 60 株の株式分割を行っております。そこで、
平成 23 年 12 月期（実績）の１株当たり当期純利益については、平成 23年 12 月期の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して算出した場合の数値を（ ）内に記載しております。 

3． 平成 24 年 12 月期（予想）及び平成 24年 12 月期第３四半期累計期間（実績）は、当該株式分割に
伴う影響を加味し、平成 24 年 12 月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算出した場合の

数値を記載しております。 

なお、平成 24年 12 月期（予想）の 1株当たり当期純利益は、公募予定株数（140,000 株）を含め

て算出しております。 

4． 平成 24 年 12 月期（予想）につきましては、その重要性に鑑み、連結通期業績見通しのみを開示し、
個別の業績見通しについては開示いたしません。 

5． 本資料に記載する業績予想は、平成 24年 11 月１日に公表した内容と同様のものであります。 
 

以  上

ご注意：この文書は一般に公表するための記者発表文であり、投資勧誘を目的に作成されたものではありません。

投資を行う際は、必ず当社が作成する「新株式発行並びに株式売出届出目論見書」（並びに訂正事項分）

をご覧いただいた上で、投資家ご自身の判断で行うようお願い致します。 
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  （百万円未満切捨て）

１．平成24年12月期第３四半期の連結業績（平成24年１月１日～平成24年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

24年12月期第３四半期 1,587 － 319 － 351 － 212 － 

23年12月期第３四半期 － － － － － － － － 

  

（注）包括利益 24年12月期第３四半期 212百万円 （－％）   23年12月期第３四半期 －百万円 （－％） 

  

  

１株当たり 

 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

 

１株当たり 

 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

24年12月期第３四半期 109.69 － 

23年12月期第３四半期 － － 

（注）1. 当社は、平成23年12月期第３四半期においては、四半期連結財務諸表を作成していないため、平成23年12月期 

     第３四半期の数値及び平成24年12月期第３四半期増減率の記載をしておりません。 

      2. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

24年12月期第３四半期 1,441 776 53.8 401.11 

23年12月期 1,234 563 45.7 291.41 

  

（参考）自己資本 24年12月期第３四半期 776百万円   23年12月期 563百万円 

  

２．配当の状況 

年間配当金 

  

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

23年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

24年12月期 － 0.00 －     

24年12月期（予想）       0.00 0.00 

  

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 有 ・無 

  

３．平成24年12月期の連結業績予想（平成24年１月１日～平成24年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）

  

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 2,060 9.3 300 69.5 307 69.9 182 85.2 87.85 

  

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有 ・無 



 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 有 ・無 

新規       －社  （社名）                        、除外       －社  （社名） 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有 ・無 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有 ・無 

  

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有 ・無 

  

③  会計上の見積りの変更                        ： 有 ・無 

  

④  修正再表示                                  ： 有 ・無 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期３Ｑ 1,935,000株 23年12月期 1,935,000株 

②  期末自己株式数 24年12月期３Ｑ －株 23年12月期 －株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期３Ｑ 1,935,000株 23年12月期３Ｑ 1,935,000株 

 当社株式は、当第３四半期会計期間において株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が

行われたと仮定し、23年12月期の期末発行済株式数及び期中平均株式数を算定しております。 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続きは終了しております。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）

２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

 

（１株当たり当期純利益予想についてのご注意）  

 当社株式は、当第３四半期連結会計期間において株式分割を行っております。また、当第３四半期連結累計期間

後、平成24年12月６日をもって、株式会社大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）に上場いたしました。平成

24年12月期（予想）の１株当たり当期純利益は、当該株式分割並びに平成24年12月５日を払込期日とする公募株式数

（140,000株）が平成24年12月期の期首に行なわれたと仮定して算出しております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間における世界経済は、依然として欧州のソブリン問題に窺われるような金融危機を背

景とした景気悪化に対する懸念は解消し切れず、主要中央銀行による追加金融緩和策の効果も限定的なものにとど

まり、先行き不透明な状況となっております。日本国内においては、東日本大震災の影響による景気減退は一巡し

た感があり、政府による政策効果や復興需要を背景とした積極的な個人消費や生産、設備投資等により、緩やかで

あるものの回復基調となってきております。とはいえ、電力供給制限やデフレ、海外の景気下振れ等の影響により

景気が下押しされる懸念は依然残っており、不透明な経済状況であることは否定できません。 

 そのような状況下、当社グループを取り巻く婚活業界においては、震災の影響を受けて生まれた流行語である

「絆」や「絆婚」が依然として勢いを失わず、未婚者による積極的な結婚活動を促し、市況としては活性化状況に

あるといえます。また、前期連結会計年度に引き続き、ITを活かした各サービスの利便性向上の観点から、スマー

トフォンへの対応、ウェブサイトの改修の他、効果を踏まえた効率的なマーケティング投資等を実施してまいりま

した。当社のこの様な社会的需要への積極的対応、あるいは、マーケティング戦略は、市場のニーズを的確につか

み、業績は期初より堅調に推移しております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,587百万円、営業利益は319百万円、経常利益は351百万円、

四半期純利益は212百万円となりました。 

 なお、当第３四半期連結累計期間が四半期連結財務諸表の作成初年度であるため、前第３四半期連結累計期間比

較については記載しておりません。 

  

 セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、売上高については、セグメント間の内部売上高又は振替高

を含めて表示しております。  

  

＜メディア部門＞ 

 当セグメントは、ＡＳＰ事業、メディア事業、コミュニティ事業、及びレストランコンシェルジュ事業により構

成されております。当第３四半期連結累計期間は、 

（ⅰ）ＡＳＰ事業においては、５月に実施した加盟金値上げによる売上の底上げ、「ＩＢＪシステム（お見合い管 

   理システム）」の機能及び連盟本部事務局機能の増強による、競争優位性の確立とＡＳＰ事業化の推進       

（ⅱ）メディア事業においては、当社の婚活会員を基盤とする広告商材の確立による媒体価値向上に加え、小中規 

      模案件の売上を重視した営業活動等、営業戦略見直しの奏功 

（ⅲ）コミュニティ事業においては、前連結会計年度に実施したウェブサイトリニューアルを積極的に活かしたサ 

      ービス展開による新規会員獲得強化、及び職域型婚活ＳＮＳのサービスライン拡充による収益力の向上 

（ⅳ）レストランコンシェルジュ事業においては、セッティングスタッフのマネジメント見直し等による開催率向 

      上、適時実施したキャンペーンの功奏、及び有料送客契約店舗（飲食店レストラン）の積極的な開拓 

等に取り組んだ結果、セグメント売上高は745百万円、セグメント利益は302百万円となりました。 

  

＜サービス部門＞ 

 当セグメントは、ラウンジ事業及びイベント事業により構成されております。当第３四半期連結累計期間は、 

（ⅰ）ラウンジ事業においては、結婚相談ラウンジ「B'sLounge神戸」の移転増床、ウェブサイト改修を通じた戦 

   略的マーケティングの実施、アドバイザー並びにカウンセラースタッフの拡充とスキルアップ（成婚の育み 

      方）研修の計画的実施等ソフトウェア増強による、入会数及び成婚数の増加 

（ⅱ）イベント事業においては、パーティー会場「B'sLounge東京」の新規出店、第１四半期に新規出店した名古 

   屋エリアでの本格稼動に加え、関東エリアにおける外部会場開催の企画型イベントへの取り組み、アウトソ 

      ース化を活かした効率的マーケティングの実施 

等に取り組んだ結果、セグメント売上高は829百万円、セグメント利益は256百万円となりました。 

  

＜システム部門＞ 

 当セグメントは、システム開発事業単一によって構成されております。当第３四半期連結累計期間は、主力開発

言語として採用している「ColdFusion」を活用した社内外のシステム開発に取り組みましたが、とりわけ社内各種

サービスのシステム開発に注力した結果、セグメント売上高は84百万円、セグメント利益は15百万円となりまし

た。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 財政状態の分析 

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は1,096百万円となり、前連結会計年度末に比べ179百万円増加い

たしました。これは主に売掛金が57百万円、未収入金が11百万円、現金及び預金が109百万円増加した一方、未収

還付法人税等が3百万円、前払費用が1百万円減少したことによるものであります。固定資産は345百万円となり、

前連結会計年度末に比べ27百万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が21百万円、差入保証金が15百万円

増加した一方、無形固定資産が14百万円減少したことによるものであります。 

 この結果、総資産は、1,441百万円となり、前連結会計年度末に比べ206百万円増加いたしました。 

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は642百万円となり、前連結会計年度末に比べ9百万円増加いたし

ました。これは主に未払金が3百万円、未払法人税等が30百万円増加した一方、1年内返済予定の長期借入金が12百

万円、前受金が15百万円減少したことによるものであります。固定負債は23百万円となり、前連結会計年度末に比

べ15百万円減少いたしました。これは主に役員退職慰労引当金が12百万円減少したことによるものであります。 

 この結果、負債合計は、665百万円となり、前連結会計年度末に比べ5百万円減少いたしました。 

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産は776百万円となり、前連結会計年度末に比べ212百万円増加いたし

ました。これは主に四半期純利益212百万円によるものであります。 

 この結果、自己資本比率は53.8％（前連結会計年度末は45.7％）となりました。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 2012年12月期は、新興国の経済成長への期待が大きいものの、中国をはじめとするその減速懸念も一部にはあ

り、さらに欧州の金融危機を背景とする世界的な金融市場の混乱の恐れなど、世界経済全体として先行き不透明感

が残るものと思われます。国内においても、引き続き原発・エネルギー問題や円高進行による国内生産体制への影

響、世界的な金融市場の混乱を受けた海外経済の下振れ懸念など、景気の先行き不透明感は拭いきれない状況にあ

りますが、2012年12月期においても当社の各事業は、底堅い結婚活動サービス需要に加えて、メディア事業部門に

おけるウェブサイト及びシステムの改修、サービス事業部門における新規エリア展開などを通じて堅調に推移して

いく見通しであり、2012年12月期の連結業績予想については、売上高は2,060百万円（前期比9.3％増）、営業利益

は300百万円（前期比69.5％増）、経常利益は307百万円（前期比69.9％増）、純利益は182百万円（前期比85.2％

増）を見込んでいます。 

 引き続き当社グループは、経営理念を踏えた質の高いサービスを提供していくことにより、多くの幸せを創り、

社会的意義ある存在として事業活動を行っていく所存であります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。   

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更等）  

（１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」(企業会計基準第２号 平成22年６

月30日)、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第４号 平成22年６月30

日公表分)及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第９号 平成22年６月30日)を適

用しております。 

 当社は、平成24年８月10日付で株式分割を行いましたが、当連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと

仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。 

  

（追加情報）  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

          

前連結会計年度 

(平成23年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 

(平成24年９月30日) 

資産の部 

    

  

流動資産 

    

    

現金及び預金 648,599 757,891 

    

売掛金 238,793 296,080 

    

未収入金 － 11,486 

    

仕掛品 818 － 

    

原材料及び貯蔵品 131 55 

    

前払費用 18,988 17,306 

    

未収還付法人税等 3,548 － 

    

繰延税金資産 6,524 13,279 

    

その他 149 1,840 

    

貸倒引当金 △1,152 △1,894 

    

流動資産合計 916,402 1,096,044 

  

固定資産 

    

    

有形固定資産 

    

      

建物 83,502 103,761 

        

減価償却累計額 △39,679 △41,136 

        

建物（純額） 43,823 62,624 

      

工具、器具及び備品 36,231 45,756 

        

減価償却累計額 △25,956 △31,559 

        

工具、器具及び備品（純額） 10,275 14,196 

      

リース資産 4,870 4,870 

        

減価償却累計額 △730 △1,460 

        

リース資産（純額） 4,139 3,409 

      

有形固定資産合計 58,238 80,230 

    

無形固定資産 

    

      

のれん 46,371 30,763 

      

ソフトウエア 51,514 52,909 

      

無形固定資産合計 97,885 83,673 

    

投資その他の資産 

    

      

投資有価証券 0 － 

      

差入保証金 122,239 137,589 

      

繰延税金資産 18,970 12,205 

      

その他 21,182 31,904 

      

投資その他の資産合計 162,393 181,699 

    

固定資産合計 318,516 345,603 

  

資産合計 1,234,918 1,441,647 
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（単位：千円）

      

前連結会計年度 

(平成23年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 

(平成24年９月30日) 

負債の部 

    

  

流動負債 

    

    

買掛金 23,439 12,011 

    

短期借入金 150,000 150,000 

    

1年内返済予定の長期借入金 18,000 6,000 

    

リース債務 953 996 

    

未払金 56,072 59,699 

    

未払費用 75,066 72,922 

    

未払法人税等 87,028 117,932 

    

未払消費税等 17,526 23,584 

    

前受金 198,886 183,874 

    

資産除去債務 － 5,985 

    

その他 5,535 9,306 

    

流動負債合計 632,509 642,312 

  

固定負債 

    

    

リース債務 3,523 2,770 

    

役員退職慰労引当金 12,779 － 

    

資産除去債務 18,493 20,410 

    

その他 3,718 － 

    

固定負債合計 38,515 23,181 

  

負債合計 671,024 665,494 

純資産の部 

    

  

株主資本 

    

    

資本金 245,000 245,000 

    

資本剰余金 245,000 245,000 

    

利益剰余金 73,894 286,153 

    

株主資本合計 563,894 776,153 

  

純資産合計 563,894 776,153 

負債純資産合計 1,234,918 1,441,647 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

    

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成24年１月１日 

 至 平成24年９月30日) 

売上高 1,587,499 

売上原価 139,666 

売上総利益 1,447,833 

販売費及び一般管理費 1,128,748 

営業利益 319,084 

営業外収益 

  

  

受取利息 141 

  

保険解約返戻金 31,944 

  

役員退職慰労引当金戻入額 3,773 

  

その他 1,471 

  

営業外収益合計 37,329 

営業外費用 

  

  

支払利息 1,670 

  

株式公開費用 3,577 

  

その他 82 

  

営業外費用合計 5,330 

経常利益 351,084 

特別利益 

  

  

投資有価証券売却益 2,024 

  

事業譲渡益 20,000 

  

特別利益合計 22,024 

特別損失 

  

  

固定資産除却損 3,860 

  

特別損失合計 3,860 

税金等調整前四半期純利益 369,248 

法人税、住民税及び事業税 161,193 

法人税等調整額 △4,203 

法人税等合計 156,989 

少数株主損益調整前四半期純利益 212,258 

四半期純利益 212,258 
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（四半期連結包括利益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

    

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成24年１月１日 

 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 212,258 

四半期包括利益 212,258 

（内訳） 

  

  

親会社株主に係る四半期包括利益 212,258 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。   

   

   

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。   

   

   

（５）セグメント情報等 

（セグメント情報） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年９月30日） 

 当第３四半期連結累計期間が四半期連結財務諸表の作成初年度であるため、前第３四半期連結累計期間については

記載しておりません。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成24年１月１日 至平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

  

メディア部門 サービス部門 システム部門 計 

調整額 

四半期連結損

益計算書計上

額 

売上高       

外部顧客への売上高 733,033 829,173 25,292 1,587,499 － 1,587,499 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

12,846 － 59,004 71,850 △71,850 － 

計 745,879 829,173 84,297 1,659,350 △71,850 1,587,499 

セグメント利益 302,046 256,669 15,328 574,045 △254,960 319,084 

 （注）１  セグメント利益の調整額△254,960千円には、セグメント間取引消去2,913千円、各報告セグメントに配分 

      していない全社費用△257,873千円が含まれております。 

      全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

     ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  


